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ハロイサイト（メタハロイサイト）に
於けるイオン交換と其の封．構性保持
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　ハロイサイト（メタハロイサイト，以下同じ）のx腺

粉末篇眞に於いては・廻折壌の強度が産馳を異にする事

によって相違する事がある。この專は既に，αN略θ1－

sOhmi砒（1934），A。皿Ho11imona（1939），須藤俊男

博士（脳6）等によりて観察せられてゐる。αMgel一

帥㎞1i砒は，この原因は，・・ロイサイトが他のカオリン

握鏡物に比較して粒子がこまかいためであらうと考え・

カオリナイトに就き，遠心分離法によって50mμ以下

の牛脛のものを得，更にこれから超渥適法によって得た

麺めて小さい粒子から成る試糊こついてX線協未篤眞を

撮った屍1通常のカオリナイトのそれに比較して殆ど差

異が認められなかった事を報告してみる。ム、R　Ha11i・

mOnaは，この原因を粉末粒子の粒度の相違，化寧成分

の螂路に爵し，須薦後身国士はこの外に，更に格子の
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不整を撃げてゐ乱然し乍ら・之等の事柄については・

まだ實堕的には明らかにせられてゐない。

　筆者箏は，岡山鰯戴撃産及ぴ陵早鰯落合建のハロイサ

イトの化學的・x線的硯甥により1この原因の1っとし

て，楮子内で行はれるイオンの交換を撃げる事が出來る

事，並びにこのやうな交換が行はれた後も，格手の封鰐

牲はそのまム保持せられてゐる事を認めた。よりて，以

下にその概要を報告する。

　　　　　　　　l1量　　　調

　岡山囑臭潭産の粘土に戯ぎ，不鈍物を取除いて遠心分

離器にかけ，その上部に沈頭した試料約1gLをとって

化寧分析に供した。最初48Cの値温糟中に1蟹夜放置

し，弐いで通常の方法で化寧分析を試みた。その結果は

第1表の遍一りであるO

1　　表

　分析結果に基づいて，　SiO，，Al，O、，宣，Oの分子比

を求めると，

　　　　　Si0，三ム』Oo：H，O

　　　　　目2．03：　1，OO　：1．83

となり，犬譜，2SiOパAliOg・2H’Oなる化撃組成を有す

る書が釣る。從って，この試料はカオリン族家物に磨す
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　　　　目in0　　　　0．1754　　　0．2173　　　0．2999　　　0．3258

　　　　δ（冬）　蜘　　嚇　　蜥　　蝸6

　　　　　∫　　　　9　　　　1　　－　7　　　　7

　　　　　　　　　シ□ラー警球．Cu一ル（λ：1，539ム），

るものである事が考えられる。然しHρの含量が欄

低く・叉Na・Oは不純物としては著しく高い値を示して

みる。この試料について・銅の封陰極を用ひ150kV・

3mAの下で12時間竈出してX膿糧未篇眞を握った。

その緒巣は，第2表並びに第1回ムの語りである。
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　此の結果は，αN日ge1日。hmi砒，C－S．Ro鯛及びR

且Kθ皿英の他の研究着によって報告せられたハロイ

サイトの糧未篇眞と一致す乱獲って・化異分析並びに

粉末篤眞の繕黒から見て，この試料はハロイサイトであ

ると考えられる。然し乍ら，粉末篤眞の個々の廻折現の

強度は今まで報告せられたものと比較して可なり相違す

る事力靭められた。

　弐に，岐阜憶落合産の粘土につぎ，その不純物を取除

いた試料約1gLをとり，鮒Cの恒温糟中に1聲夜放置

したものについて，一通常の方法によって行はれた分析結

果は第3表の通りである（京都工海繊維犬寧，漠山助教

蟹の分析による）o
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＾　　　　光舳・、目何4ト

　分析結果に基づいて，SiOi，AI20g，恥0の分子比

を求めると，

　　　　　　　Si02：A1’08：H宮O

　　　　　　　＝2．48：　1．00　　：　2．22

となり，犬膿，2SiO・ム1・Oポ2H・Oなる化革組成を有す

る事が到る。従って，この試料も亦カオリン族鐵物に目

するものである事が考えられる。S三〇目の含量が絹高過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　4

文るが，粘土鋳物中には蟹々石英の膠質物を混じてゐる

から，このためであらうと考えられる。碕，この試料は

遠心分睡器にかけられなかった事を考慮するならば，比

較的不純物の少いものであるやうに考えられる。この試

料についても，銅の封陰極を用ひ，50kV，3mAの下で

12時間露出してX線場末篇眞を撮った。その結果は，第1

4表並びに第1圖Bの通りであ乱

表

シーラー管球，Cu一厄（λ：1539ム），

　従って，この試料も亦ハロイサイトであると考えられ

る。

　借て，不純物が比較的少いと考えられる落合産のハロ

イサイトの粉末篇眞と，N～Oとして4一工3％にも達する

多量の不純物を含む奥津幸のハロイサイトのそれとを比

軽して見ると，廻折現の握度が著しく相違する事が判

る。即ち，主な相違馳を撃げると，奥津産のハロイサイ

トでは，

　　1・7・44ムの廻折環は殆ど認められない事0

　　2，4．40五の廻折現は謂渥度を減ずる事。

　　3．3．55五の廻折境は著しく硬度を減デる事。

　　4．1．50五の廻折環は稽過度を増す專。

等である。

一　2

50kV．3mA．12h．R：31．19mm．

　落合産のハロイサイトの化寧組成は2SiO，・Al，Oo

2町0に極めて近いと考えられるから，このものの粉末

富眞の廻折憂の強度を規範にとり，奥津産のハロイサイ

トの粉末篇眞の彊度の異常牲を・弐の繭面から考察ナ

る專にする。

　　　l11種み■あの不讐（st＾①kimg棚i80地r）

　　　　の立場から見た考書

　ハロイサイトの結晶構造ま・M．Mel〕mel（1935戸に

よって明らかにせられた。彼によると，その塞間群は

　讐皿・M6hmelによって提出せられた結晶構造に野レ

＆R　Hendrick日（1938）は反射意見を述べてみるが1

この意見は必ずしも受賞とは者へられ舳、



粘土鏡物に閲する研究　（I）

C姜，Z＝2，a。＝5．15A，bo＝8．9A，　co；7あ7ム、　β～1000

であって，o軸の方向に［Si目05］一‘と［A12（OH）‘］十十

とが互層をなしてゐる。この恒藪を用ひると，奥深慶の

ハロイサイトに於ける粉末篤眞の廻折現の強度の著しい

相違を示すものの面指藪は，

　　　7．44ム　・・・・・・・・・・・・…　I・・’I．一’．’．．一．I．I．…．　（OO1）

　　　4．40ム　・…　。・。・・…　……　。・．．・．．・・、・．．・。、…　　（020〕

　　　3．55ム　・・・・…　“・・・・・・・・・・・・・・・…　…・・・・…　　（111）

　　　L50五・………・一・・（060），（330），（233）

となる。

　上に述べた如く・皿．Mehmelによると・’・ロイサィ

トは。軸の方向に盾炊繕造を呈してみる。今之等の各層

がa，b軸面内で任意の並進を打っても，或は之等の各

層に垂直な軸の周りに任意の廻輻を打っても・乃至はこ

の雨着が同時に行はれても・扮未富眞では（00石）型1並

びに（励）型の反射のみが現はれ・（棚）型の反射は生

じない。ごの事は｝亙一Warren（1941）、箏が理論的に

説明してみる。着し，奥津産のハロイサイトの糧末富眞

に於ける廻折現の強度の異常牲が，このやうな積み重ね

の不整に基因するものとすれぱ，（00ユ）型の廻折験ま必

ず現はれ，（舳）型の廻折望は必ず潤滅しなサれぱなら

ない。黙るに，貿堕によると（oo1）の廻折現は澗減して

居り，叉（丑11），（233）等の鈎折現は現はれて居る。従っ

て，この異常性は積み重ねの不整によっては説明出束な

い事が鉤る。

　　　　1V　イオン職主事■カ、ら見た書真

　W．R　Kθuθy，W－H．1）o爬及び＆M．Bmw皿

（1931）はベントナイトの化寧的，X蟻的研究の結果，ぺ

yトナイトに於けるカチオ1／の捕獲は表面に於ける吸讃

による外，格子内に於けるイオンとの交換にも基づく事

を提唱し，交換に與るイオンの1種としてHイオンを撃

げてゐる。皿Hofma皿II，K、一週nω1及び皿Wil㎜、

（1933）はモンモリロナイトが不純物として含む08，Mg

等のカチオンは，・CaO及ぴMgO・の含量として，その約

2％のみが吸着による事を認め，践饒の大部分僅格子内

に於けるAlイオンとの変換によるものと者へでる乱

C、皿皿8珊11an（1935）は吸着によるカチオンの捕獲は，

カオリy族鏡物では，10晦nにつき1Oミリ酋量以下で
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ある事を指摘してみる。J．E．Giesekin暫（1939）も亦モ

yモリロナイトに於ける化寧的，X線的研究の結果から，

イオyの交換は格子内で行はれる事を認め・交換に興る

イオニ／の1種として，IIイオyを撃げてゐる。C－E

Eaelm乱m及び工Ch．L地vejeθ（］940）は理想的

なモンモリロナイトに於いて’も，依然，交換能を有する

事から，粘土鑛物の交換能を，格子内のHイオ1／の存在

にのみ罰してみる。

　奥津産の八回イサイトは，H，Oの含量穐低く，胴雪O

は不純物としては著しく高い値を示してみる。從って，

Naイオンの存在は吸薗のみによったものとは考えられ

ない。その大部分は格子内のHイオンと交換したものと

考えられる。さて，SiO。，A1，Oo及ぴH20とN助Oの

含量との分子比を求めると，

　　　　　　Si0里：A1，0品：（H20＋N卵0）

　　　　　＝　2．03　：　1．00　　：2．01

となり，丁度，2：1：2の比になる。叉恥OとN伽O

との分子比を求めると，

　　　　　　　　　H，O：N伽0

　　　　　　　　　＝1．83　：0．18

となる。従って・Hイオンの約10％がNaイオンと交

換してみる也のと考えられる。M．Mehme1の結晶繕遣

によると，各国位格子は8個のHイオンを有してゐるか

ら，上の値は各箪位格子中の8個の亘イオンの中，どれ

か1個が地イオンと交換してみる状態に略々近い。

　粉末篇眞に於いては・面の反射強度は

　　　　　　　　　　　1＋o08物　　　　エ㈱剛・き制）日、、。。λ。

で表はされるから，格子内のあるイオyが別のイオ1／で

交換せられた場合，同一面の反射強度の影響は国に繕逼

因子Pの億を比陵する事によって求められる。

　今格子内の各イオyの座震値を皿．Mθhmelが與へた

やうにとり，（001〕の構造因子を求めると，

　　　　　　　1甲（o01）＝99．75

を樽る。叉Hイオyのどれか1個と交換によって1個の

Naイオンが格子内には入ったとすると，この1個のN8

イオyの位置によるW（。。。）の蟹化は第5表，第2口の通

りである。

5　表

F2（ooi）．　　　　1　　　　7　　　38　　　77　　151　　220　　287　　343
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ぺ2固
　　　　　一夕　　一　　。　　　　　弁　　　ω
　　　　　　　　脇宣化6匁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　策　3　日

　　　　　　　　　　　　　　　1晩の結果から，Naイオン1個が届昌一に位置する
　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　μ舳…一一
と（oo1）の反射は蛤ど現はれない事が到乱

　家に・（1n〕の繕港因子を求めると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’“占”　　　　　　F’く…）宝126548

　　　　　　　　　　　　　　1
を得る。二個のN8イオγを仁すに醸して置い、，、榊
て・”・ψ周上の位置によるF2（ul）の墜化をしらべる事

と，第6表，第3圖及び第4圓を傳る。　　　　　　邑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃値”
　　　　　　　　　第　6　表
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　　　　　　　　　帰。川交化6脈一

　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　この繍果から1個の“イオンが・τに焚いて・

　口111011線上に位置すると（111）の反射彊度が著しく減

　ずる事が割る。

　　　　　　　　　　第　4　目

7

　’一一一一一一一・一一一一一一・，一・一一・…一・一一…一“・

　刻こ，（020）の構造因子を求めると，

　　　　　　　Fi（．90戸3600－OO

を衛るO1個のN2イオンの位置によるP（ωの理化

は第7表，第5圓の通り・である。
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　　　　　　　　　第　5　圖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　附　　　　碇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最近入手したThe　A㎜erioam　Mi皿θ施1ogi日tの第肪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雀には，皿且曲t鵬，　R　A．Hi塩ebr㎜d及ぴム．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SWiI1OfO正dのエンデライト及び八目イサイトに醐する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岳〃研究が鵜載せられてゐる。彼等は電子顯微鏡による観察
　　　　　　　　　魁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から1ハロイサイトが結晶寧的なおる特定の方向に成長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　この結果から．1個のN8イオyがψ・・O．一戸すに位　　する習癖がある事を認め，積み重ねの不整が行はれてゐ

直すると．（O別）の反射握度は多少減デる專が賜る。　　　たならば，このやうな現象は生じないであらうと滋べ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　1　1
　以上’こより，1個のN皿イオ1／が（10一）叉は（一’　　叉光學的研究によって干渉色を観察して複屈折の値を測
　1　　　　　　　　　　　　　2　　　22
　サ）に位置する時は，　　　　　　　　　　　　　　　足し，積み重ねの不整が行はれてゐたならぱ補償せられ

　　1・（oo1〕の反射は殆ど現はれない。　　　　　　　て干渉色は現はれず，複風折の値も測定出來ない警であ

　　2．（020）の反射強度は稿減ずる。　　　　　　　　ると述べてみる事は，この研究結果と考え合はせて誠に

　　3・（111）の反射強度は著しく減ず孔　　　　　　　面白い。

事が鍋る。
　　　1　　　　l　1　1

1111帝撮維刊
　　　　　　　　　　　　　1　1　1
．弐に1個の腋イオ1／が，（一一一）に位置した場

　　　　　　　　　　　　　2　2　2
合；（060），（330），（233）の構造因子の皇化を第8嚢に

揚げる。

　　　　　　　　　第　8　表

（桃一）

（060）

（330）

（2錫）

32400

1822

528

F・鴫吾告）

36100

1114

8ユ6

この結果から見ると，1．50ムの廻折現の彊度は橋加する

傾向が現はれなけれぱない。そして・この事は責験事買

とよく符合してみる。

　以．ヒにより，臭津塵ハロイサイトの粉末富眞に現はれ

る廻折環の強度の異常姓は，格子内の1個のHイオンが
　　　　　　　　　　　　　　　1　1　1
1個のNaイオ：／と交換し，之が（万すす）に位置し

たと考えると・矛盾なく説明がつく事が判乱

　　　　　　　　V　描　　　・語

　我々は・岡1」』縣臭津慶のハロイサイトに現はれる廻折

現の強度の異常温は，格子内の1個のHイオンが1個の
　　　　　　　　　　　　1　1　1
Mイオ1／と交換し・これが（す万サ）に位置してみる

事に墓因すると蓄える。この位置は封融面．止にある。即

ち交換妻に於いても格子の封鯉性は保持せられてゐる。

我々は，イオyの交換は鋭饗性保持の制約の下に行はれ

るのではないかと考えてみる。

　この研究に當〕，臭津産の試料を恵奥せられた京都大

筆理書部地質筆録物轍室の松下謝受，並びに落合産の

試料を恵奥せられ1且つ未裏表の化準分析値を利用ナる

事を許可せられた京都こ〔業績維大書窯業科の淺山勘搬

に量じ深甚なる感謝の意を表し・岱叉この瞬発の費用の

一部は昭和24年度文部省耕學研究費で賄はれた華を附

謁して併せて感謝の意を表する欽党である。
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化　　石　整

ので無くてはならない。之には割合に無闘心な人が多い

が大切な事の一つである。

　鏡玉は封鰯型の最良質のアナスチグマット又はアポ

クロマットが良い。　タゴール（Dago正皿6、β）が最適

で＝！リニヤー（Ko11inearF6．3）ダブルプ目ター

（Double－Pmta正）ズンマー（Summβr　F4，5）・が之に次

ぐ，理論酌に元へばレンス“の牧差矯正は馳者よりも後三

者の方が優れておる物も有ろが何んと云って屯眞實感を

現はす事に於てはタゴールに比すべきものは無い。

　撮影する奮像の大きさは一封一が最も良い。それは封

縄型レyズでは最も巖蜜精確に撮影山來る比率であるか

らであり，その理由は旺弦條件を溺足させるからであ

る。鏡玉の焦馳距離は2ユOmm．のものが良し“・位角度

の度い事焦籍深度の深い事を望む時には180m．m、のも

のも必要である。

　標本撮醐こはシャターの必要は無い。レンズキヤップ

が有れば澤山であ糺　（値下向握影を行ふ場合には頑丈

な雲蔓とシャターが必要である。）

　化石鴛眞撮影は人工光線照明が必要であ乱その鴬に

用ふる照明燈は（a）（i）と共用すれば良いが專用の物が

有れば更に良い。專用のものには2燈照明，4燈照明，

特嫌なものには12燈照明等が有る。その内4燈照明が

量も使用に便である。

　　（C）測定機械（Me品日uring　todls）

　化石整形に測定の必要はしばしば起る，最も簡曝な場

合でもデバイダー位は必要で有る。

　　　（乱）　デバイダー　（カロ減付）

契圖器の中ド入っておるものを使用すれば良1㌔描画・

篇眞，記載等を整形と共に行ふに必要である。

　　　（b）比例コyパス

　これも（a）と同様の意味で必要である。

形　術　（2）

　　　（c）　ノ　ギ　ス

　少し精密に測定するに必要である。（精度I／里皿m．m．）

　　　（d）キャリパー

　最も精密に測定するに必要なものであり，精度は1ん皿

m．m．（1／100吋）である。

　　　（o）マルチン人髄測定機

　これ1セットあれば化石の測定は殆んど全部行へる。

大は哺乳類より小は貝類に至るまで行ひ傳孔但微小化

石には（丑）（6）（iii）中のツァイスのメシルーぺ，（B）

（6）（ii）の双眼願微鏡箏が必婁である。

　　　（D）X線装置（R6entgenr乱y昌。u砒）

　化石整形術には是非必要なものである。然し專用に設

備して居る所は恐らく本邦には無いと思はれる。濁乙で

は整形前にX線篇眞撮影を行いその富眞と實物を封鰯し

つ工整形を進めて行く例が有るが・かムる方法を採用す

ると整形は誤られずに確に行はれるのであるα米図あた

りでは最近にはより以上にこの種の方法は駿達して居る

事と想像され季。

　犬型動物の整形用には験用（大盤用）以上の犬型装置

が必要であり，その使用電壁も400K．V．を越えると云

はれて居るが詳細は不明である。

　本邦でもせめて歯科用X纏装置位の小規模のものでも

良いから持ちたいと思ふ。微小化石や中小形化石の整形

や内部組織の研究には犬に有効であると恩はれる。

　往年吉田園士の考案された顧微鏡的X線蔦眞撮影装置

などは本當に欲しい物である。微小化石や貝化石の整形

や研究には無くてはならぬ物と思はれる。

　化石整形用x鰯装置は如帥こしても考案し完成されな

くて状ならない。この装置の完成は古生物學に貢献する

嘘が多大であると信ずる。

　　　　　　　Emglish蛆stra6ts・

　　Stud－iθs　on　thθC1ay　Minθra1s（I）

Ion一θxchange　in　Ha1oysitθ（lMlθtaha11osito）

　　　and　it畠Pθrsistθncθof　Symmθ批y．

　　　lByJi敏1七趾δ丁五mB0，T㈱oUEDム・

　　　　　　　　　Abst岬誠

　Okut目uclayれ正eatedin茸hecentrifuge，i目舳1y冒ea

chemic冊11y．・Regult昌。btain敏趾e曲won　in　Tab．1．

The　mol㏄u1肌atio　of　Si02：五1里O皿：H20i日nearly

2：1：2．However，the　co血偽趾。f　H包0i目mo肥。r

Ie日目日叩冊11冊nσthat　of　N鋤O　i目。oI1siderably］趾ge

for　i皿purity．　コDebyo・Sc11ener　正ing8　0f　七hi目　c1ay，

i11口日tm鮒in　Tab．2虹d一別g．1（A）ai乱g正ammat－

ic汕y，趾ec6inci砕w舳七hoseofMloy幽（m伽・

h乱11oy日ite，tho船七hat　fouow日正e　thθ目alne）previou8－

Iy　r♀po正㎞by　others．Fro1m　the日e　fao㎏，1］he臨uthor8

id一θnti丘ed－thi8cIay品日h点11oy日ite．A日to　the　iI1te岬＿

昌itie8of　t11e日e　ring目，however，con日iaerab1e・¢i宜。正・

enoes　a正e正ecogni四氏ble　conlpム皿θd　with　tho目e正epor制

by　other目．0oh　iai　olay　i日a1日。乱皿a1加ed　chemica11y－

The　re目u】七日　obt固i皿ed　冊re　8ho防n　iエユ　丁疵b．　3．
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一Wol㏄u1乱r蝸tio　of　Si0，：Al，OぺH20i目nearly2：

1：2．　Debye－Scher正er　ring日。f　thi日。lay，inu昌伍atθa

in　Tab・4and　Fig・1（B）diagramm就ic乱uy，乱re

勉irlyooincide・withthoseo｛ha11oy8畑．Fro血

the日6fact日，　thi目　olay　i日iden1コi丘θd乱層holloy日itθa日

wθll　a日　0kut日u　o1ay．Howθv鉦，the　coエ1tent　of

目ihca　i8日。mewha七elev銚軋市hioh　attributed－by

tbe　autho正目　to　the　oon由ent　of　couoid－a1　目ilica，

証requ㎜tly㎜ix曲witholayminerals．

　　　　Thθauthors　adopted　the　inten冒itiθ日。f砒丘正ac＿

tion正ing畠。f　Ocl］iai　ha11oy日itθ珊日taI1dard；for，it

i日pa日醐bly　id舳1in　ohemical　con日titution，虹we

㈱kθin㎞co皿日ider乱tion　tha七．the　chθmio日1analy日i昌

。f　thi目　olay　ha日bθeI1楠ken　pIace　on　the8alnple

皿。t伽閉㎞in仇e　oen七rifu釦．Com脾ri皿g曲e　dif一

㎜tion正ing目。｛．Ok耐目u　h乱11oy日ite　with　those　of

Ochi乱i　h乱uoy昌it，the目e　fac使珊fol】ow8肌e　reoogni一

興bIe：

　　　］l　ai廿raCtion　正i珂9　of7．｛4ム　doe日　皿。t　乱pPe日r．

　　　2．i11temity　o胴i脆a〇七ion　ring　of4－40A　is日。me－

　　　　　　what　decre乱昌ed．

　　　3．　inten日ity　　of　dif比藺。tion　　rinぎ　of　3－55A　　i日

　　　　　　oon目ider乱bly　aも。rθ乱8ea．

　　　4－in偽皿日i七y6f　d雌岬。tion　ring　of1．50五i目more

　　　　　　or　le明increasθd．

accor‘ung　t〇七he　cry8t皿1目truo1コure　propo日θd　by　M．

Mehme1，hauoysite日tmture　belong日to　o皿e　of

1日yθr　1attioe日，　and　　indioe同　of　the　正田。e目　whioh

曲㎞n日uch囲bmrmaliti閑i皿in偽n目ities　of　di趾a－

ction　Ting日。f。．Okut目u　ha11oy竃itθar舶｛⑪llow日・

　　　　　　　7．44ム・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　…・…　“・・・・…　（OOI）

　　　　　　　4．40A・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　、・・（020）

　　　　　　　3．55A・…　．I．’’．’一一．一．“’’・．“．■■．．‘．．’■．’（111）

　　　　　　　1・50A・・・・・…　”・“・・　（060）・　（330），　（233）

　　　If曲鯛e乱b皿。rmalitiθ昌were　o孔口日前by日tacking

dj日。正dθr　目uch　品日　tr乱n目1a惚ユ　pa正allel　to　thθlaye正

○正正。t乱㎞aboutせ1θno正皿岨1，thθ正e　would　be工e刊eo－

tiO㎜Of　type（001），旅O　aimentiOn冊11鮎tiCe　re日e－

tiOn目0f　type　｛ゐ庇）a血a皿O　genθral　re丑㏄tiOn日　（ゐ

北ユ）舶h朋been　demon日tra制by　lB．E．W趾正en

thooretio乱11y．　In　our　ca舵，re日θc1コion　of（OO1）doe日

並。tapPe趾andth08θof（1n）ana（233）藺re乱pPe肌．

Thθ日e曲。t目wi11not　be　exp1ained　by日t乱。king　di日一

〇正dθr，We　mu自t　Con目iae正曲i日旺bm正m冊1iti㈱｛mm

the　other　point　oi　view．　不乱king　a　view　of　high

perGen缶age　oi　the　con施nt　of　N乱20iI1Okut日u　h冊1－

loy目i崎if　we　calculatθthe皿。lecular正a七io　of　SiO里：

AI，0a：（H，0＋Na里O），it　is　per胎。t］y2：1：2．　Unit

㏄ll　oi　halloy日i偽which　propo8組by皿．Mehmθ1

contain日8H－ions．　M1oleou1ar　r就io　of　H里0：N日呂O

is　ne乱正1y　10　：　L　　Thi8　v冊1ue　i目　app正。xi1na俺1y

equa1　to　the　o乱se　that　品皿y　onθH－ion　is　exoha－

ngθa　by　one　Na－ioI1in　eaoh　口nit　oelL

　　　　One　Na－ion　is　tmvθlled　in　the　dirθotion　of歴一

axi目and日tructu蝸factor　of（OO1）is　calcu1割ted，the

正e日ult昌乱re　illu日t醐ted　in　Tab．5乱nd　Fig．2di日g正am・

エnatic記11y．　Then，the　reieotioI1o｛　（001）　does　not

apPear　whe皿the　Na－ioI1is目itua制at　z；吾．　The

Na－ioI1i目a1日。　travelled・on　the　plane　x　y　at　z宮吾・

V刮ri就ion　of　the日七mcture　iac鮎r　of（n1）is　illu日t一

服把d　in　Tab．6冊nd　Fig．3aiagmmmatio乱11y．Then，

the　i血ten8ity　of　the工eHeotion　of（工11）　i日　con昌ide一

冊bly　d㏄rea軸when　the　N日一ion　i日8itua腕。n　the

1inθof　O］O亜at　z二百．　Nex㌔thθN藺一ion　i目tmvel－

1組i皿the　d－ir㏄tion　o｛yr弧i自．　V趾ia七ion　of　the

畠truct口rθ　i冊。to正　of　（020）　i日　iuu目tr囲ted　in　Tab．7

抑a　Fig．5ai日gram1■ia七ic田11y．The叫the　in七e㎜ity

of　the　re丑eotioI1　of（020）i日so血ewhat　d㏄正e舶ed

wheI1tho　Na－ion　i目situated　at　y二・O　or　y＝吾．

［do批ed　1ine日　i工［Fig．2，　3　and　5　are　denoted　origi－

na1日truoture曲。如r8of（OO1），（111）and　（020）res－

p㏄tive1y一］From　th㈱虹i眺it　i日。omprehe姻ible

th・tii㎝・N乱・i㎝i日目it・漁d帥（1O｝）・・（吾吾吾），

七he　rθ丑㏄tion　o｛（001）aoe昌not　appθ虹，the　inten一

日ity　of　1コhe　rθ且㏄tion　of（111）i日。on8ide正ably　de＿

crθa㏄d　and㎞at　o｛（020）i日目。mewhat　d㏄reased．

［（1O｝）ma（去姑）日…q・i・乱1・ntp・1皿t日，th・㎝・

○乱n　be　tmエ前erea缶。　tho　other　by　the　tran日1坑ion

・f一
i州．パ・舳・州・伽1・f（060），（33・），（・33）

怖getber　wi曲tho鯛when七he　Na－ion　i日日jtua蛇d　at

（姑｝）舳・自b・w・i・丁刮b・8・F・・mIthi目協b1・，i・

wiH　be　recogniz呂b］e1コh乱t1〕he　inten目ity　of　di迂r日。tion

ring　of1；50A　wi1I　have　to　inore日日e，whioh醐ti日一

f帥曲ry　coimide　with　the　experimental　fact．

　　Nowテit　i日evide1＝it　that　the　abno正皿1alitie日。f　the

in七em日itie目。f　d雌醐。tion　ring日in　Okut日u　halloy一

日ite　is　aue　1コ。　io皿弔xchangθ　8uch　a日　onθH－ion

i目…h㎜g紘by㎝・N品・i・・，冨it・町制・t（姑吾）．
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Th・p・・iti・・嶋去）・fth・M㎝i・㎝七h・爬・

且㏄tion　plam，the日ymmetry　of　ha11oy日i施i畠per一

日i8ted．蝸　it　i眉　a地θr　目uch　ion＿exoh乱nge　ha日　been．

曲ken　p1品。e．

　　Anθxamp1θof　thθgranitiπa伍。n　of　thθ

　　　uItrabasicエ。ck　in〕ミ邑yok6－Zonθ，Ja白an

　　　　　　　　　　　By　II乱jin10　YOSHIπA、ΨA

　　　　An　ultraba冒io　Ii蝸日日　i竃　intruded，being　日epa一

「ated　i皿t0目eve1＝a1irregu1冊r　blook日With　a　aiame脆r

of　a　few　Ine偽r目by　a　porphy正itio　biot胞gmnoaio－

ri施，the　cont8ct　p冊rt　of　Which　i日正叩re昌eI1拍d　by

皿tOnalitiC　faOie昌．

　　　　Tho　uI七rab珊io　rook　i8　乱　cor缶1記ndi飽　W比h　o

vein－formea　hombIende　gabbm，and　mainly　con一

日ists　o正。livine，hype閑古hene，brow血　homblende，

皿na　by伽wni脆舶一 orima正y　minerals，ana　co1ou工1欄

．hornblende－bmwini昌h　gmθn　homb1enae，bio缶i偽，

plθ0皿舶晦ClimOb1・・，㎞lC，㎜dC日1Ci悔醜the

pI＝OduC櫨Of　granitiZ鮎iOn・

　　　　Aro口na　e副。h　ir肥gula正　block　oi1］he　uItr囲ba昌ic

mOk，therOeXi倣ポ肋e－9raima工血嚇節mati鮒
Inargina1度。ne　co皿■po昌ea　o査。olour1θ』畠　hornblende，

1ight　b1・owni日h　g鵬en　hornble皿de－actino1i狛，biOti佃・

qu趾tz，andesine，8erici蛇，clinochIo正，a11d　talc；imm

the　re1前ivθpmPortion　in日mount　o“he　miI1em1

a自艶mblage昌，曲e　in皿θrlno目t　pa■t　o｛｛he　mari皿aI歴。皿e

is　oh皿正ac他ri磨ed　by　冊ndesine　乱nd　oolourlθ日日h01＝n－

blende，wl〕ile曲e　midd－le　p趾t　by　aotimli崎and

缶he　outer　p日rt　by　biotite．

　　　Th正。ugh　the　ultrabasic　oore　ana　the　I虹丑rgiエ1a1

招。ne，the　evolu含io皿田1Ch田nge　oi　the田皿11phibo1θdoθ邊

皿。t　keep　p旺。e　with・th鮎。f　the　bioti娩；in　the

iormer　thG　bmwn　and　the　colourle日日一ho正nblende目

。hange　int〇七he　g祀en　one　with　the　inaex　oi　refmc＿

tion　being　lowe湖in　thβdi正㏄tion　fmm　the　oorθ

to　the　margin，whiIe　in1コhe　latter　the　ch日ngθ　i皿

。o1皿p0日ition　i日n〇七e7iaen1］．

　　　Ju迦ing　irom曲e　minθ醐1i副。ies，this　grani缶i・

鮎ion㈱m目前p棚thecou醐f圧。mt㎞ム皿phi－
bolite－Faoi6s　to　tho　GreeI1－rock　F日。ie目，藺nd　to　re一

鵬mb16in　many醐peotsωth就。ftho目erpθ】1面nθ日

f正。m　Siθrm　Neva曲and　Shet18na　I目18n砒，曲。ugh

七h・｛・me正bei㎎・h舳erhighe正g・・a・th㎜此・セ

。t1コhe1atte正日．

眠虹。七肱1o“TypθA”危㎜din曲6
　　　　　Bioti七θ　in　thθ　Conta枇Zonθof

　　　　　　　　　T・n幽・血i－y・m・，Shig・

　　　　　　　　　　　　Prθ飴。t叫rθ，Japan，

　　　　　　　　　　　ByIohik乱畑HムY蝸E

　　　The　pleooh正。io　halo　h£s　beθn　olas目i五θa　by　G・

H．Hendθ醐n　into　two　gmu賜㎜mely　active　halo

gr⑪皿p　aI1d　exti皿。t　oIlθ．　I】1　the　ooI1tact　量0I1o　Of

肋n8k乱mi－yamへ曲θ・砿tin〇七halo“typoム”i8

曲una　in冊bund副皿。θe日pθoio11y　in　the　hornfθ18aI1a

it日　8uied　r6ck畠i皿　tho　i皿11皿θaia施　neighbourhood．

of　gmnitθ，while　it　i日並。t　so　oommon　in　the

g珊皿胞i曲i・Thθg・剛蛇・拙in弧th舳読1・

“type　A”。お。on日ide肥d．ωbe　of　m蜘morphic

origin．　丁丑1erefore　in　tbo　oムse　of　u1e　raaioactive

副験6e倣miI1州⑪n　oh⑪ck筥by　mθ旺I1目。｛hθ一ium

m舳ωo工1e藺d　meth凪i七i日e鵬皿ti冊1竹田㏄e商i皿

七he　preseI1oe　or　ab艶nce　of　thθθxtiot　ha－o．

　　　　　On　thθ　Cθnonoi（…Fo正matio鵬。f

　　　　　　　　　Nもh丘一ku－biki　Distri銚，

　　　　　　　　　　　NiigatぺPf幽伽r6．

　　＝By　N．FUJIM0T，　K．FUJITA，　I．K0M五丁ム皿，

　　　　A．1征。RIsHITA，　K．SAwAI，　I肛、SU巫ITム

　　　II1日ummer1949，曲e旺utho醐苧urvey前Ni8hi・

kubiki　ai目缶ricらNiiga㎞正■正eieotur〇七hat　i8the　iI1tor－

va1of　Toyama　ana　Niigata8軸imenム町b触i鵬．

They　ae日。ribed　缶hθ　餉r丑tigraphy，　七he　geoIρgioa1

日tructuro，ana　the　oorrelaHon　of　that　a通trict．Ag8i皿I

they　trieaぬ砒㏄u艶。n日。m6pmb1em日whioh日hould

bo　r0801vod　i皿t11t皿rθ，日pgcia一町about　vo如8皿081正8ti・

gr8phy，N’anbayムm8｛orm餉io皿th就had　nθvθ正bo6n

di800vered，9eologica18tmotur6，aI1a　thθI1ew　vieW・

point　in　re1日tion竜。　the畠枕8ta．

　　　　　　Crudθ0i　and　Radioac七ivity，

　　　　　　　　　　　ByZin’i台i■δ耳虹UDム

　　　ム目umm舳y　OhadiOaOtiVe8tudi閑OI1OmdO　Oi1，

工旧turaI　ga日aIld　b対ne　wator　by　Ina皿y　invθ前ig乱一
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